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１_「加勢鳥グッズはいかがです
か～？」保存会のみなさん手作
りのストラップやバッジなどが
大人気／２_豪快に「祝い水」を
受ける様子に観客は満面の笑み
／３_迫力の姿にびっくり！泣き
じゃくる子どもも／４_加勢鳥の
頭に新しい手ぬぐいを巻いて火
の用心や家内安全を願う

４

TOP
IC 加勢鳥復活 60周年記念事業が上山城で開催

１月27日～２月24日開催。出展
者の力作に多くの人が足を止め
て見入った

２月２日開催。歴史を辿ろうと
ファン約20人が参加した

　「カセ鳥写真展」（写真右）では、一般から
応募した写真や絵画50展が展示。
　「加勢鳥フォーラム」（写真左）では、上山市
民俗行事「加勢鳥」保存会の大澤健一会長
や、同会員など５人が加勢鳥の由来や復活の経
緯などを語り合いました。
　訪れた人は「これまで知らなかった歴史を知
ることができて楽しかったです」と話しました。
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【県知事賞】
齋藤房雄さん（権現堂／タイル張工）

県卓越技能者等表彰

【県知事賞】
山口瞳子さん（三本松）

山形県産啓翁桜品評会

おめでとうございます

【献血功労団体】
株式会社ヨークベニマル上山店

（橘 正樹 店長）

平成29年度日本赤十字社表彰

　第19回全国中学生創造ものづくり教育フェア・生徒
作品コンクールで、宮川中学校２年生のチーム宮川
（鈴木優音さん／安達乙稀さん／武田千輝さん）が
手がけた作品「黒柿の和風介護用玄関イス」が見事、
厚生労働大臣賞を受賞しました。昨年までの３年連
続の林野庁長官賞受賞を含めると、４年連続の快挙
となります。
　材料には、上山市が誇る銘木の「黒柿」を使用。
試行錯誤を繰り返しながら、黒柿の持つ美しさを際
立たせる工夫と、靴を楽に履けるようにスライド式
の足置きを取り付けるなど、高齢者への思いやりを
込めた作品に仕上げました。
　受賞を受けて３人は「黒柿の硬い材質に苦労しま
したが、力を合わせて一つの作品を作り上げること
ができました。地元産の材料を使ったので、自分た
ちの住む地域の魅力を改めて感じることができた
し、アイデアを製品にする難しさや楽しさを体験す
ることができて良かったです」と達成感に溢れた表
情をみせました。

地域資源を活かし、高齢者に寄り添う珠玉の作品

（写真左から）
鈴木さん、安達さん、武田さん

▶受賞した「黒柿の和風介護用玄
関イス」。座る部分に畳を使用
し、座ったときにやわらかく、滑
りにくいような工夫をするなど細
部まで考え抜いた３人のアイデア
が光る

宮川中学校２年 チーム宮川
鈴木優音さん　安達乙稀さん　武田千輝さん

第19回全国中学生創造ものづくり
教育フェア生徒作品コンクール

厚生労働大臣賞

※

「かみのやまファンクラブ　ＥＮＧＩＮＥ～縁人～」設立

ファンと縁を深め、市勢発展へともに歩む

１_本市特産の啓翁桜が一足早い春の装い
でかみのやまファンをお出迎え／２_質の高
い香りと味わいで虜にしたかみのやまワイン。
提供ブースでは行列が途切れることはなか
った／３_市内の写真も展示し、上山の四季
の美しさを伝えた／４_「上山音楽祭”ル・シャ
トーかみのやま”」で音楽監督を務める中木
健二さん（東京藝術大学音楽学部准教授）と
若手演奏家がチェロの演奏にのせて、本市
の雄大な自然や市民のあたたかさを伝えた

１

２

４３



～かみのやま東西南北～

１_ポスター作成を担当した６人。食べ物や温泉など、かみのやまの
魅力を載せた／２_パンフレット作成を担当した５人。斎藤茂吉や武
家屋敷などの情報を記載し、各所を楽しんでもらえるようPRした

　上山小学校の６年生11人が、かみのやまの魅力
を観光客にPRしようと、ポスターやパンフ㆑ット
を手作りしました。
　これは総合学習の一環として行われたもので、
完成したポスターは、かみのやま温泉観光案内所
や、JRかみのやま温泉駅待合所に設置されたほ
か、１月16日には、児童らが観光客にパンフ㆑ッ
トを手渡しました。
　山口光貴さんと福岡由菜さんは「『また遊びに
来ます』と言ってもらえてうれしかったです。こ
れからも上山を盛り上げていきたいです」と笑顔
を見せていました。

僕たち、私たちのふるさとをPR
上山小学校６年生総合学習

Pick-Up 01

学校教育の振興と充実に貢献した市立小・中学校
教職員に授与されます。

平成30年度

 上山市教職員褒賞

左から村田養護教諭、市川主査、半田教諭

１ ２

　学校保健において、子どもの
生活習慣改善を進めるととも
に、保護者に健康課題を周知・
啓発し、心と体のケアに尽力さ
れました。

半田智美 教諭
（北中）

村田典子 養護教諭
（南小）

市川美帆 主査
（中川小）

　学校集金取扱要領を作成し、
安心・安全な管理を推進すると
ともに、積極的な情報発信で教
育環境整備の充実に貢献されま
した。

　新学習指導要領の実施に向け
た授業づくりを推進するととも
に、外国語授業のアドバイザー
を務めるなど英語教育、小・中
学校の連携に貢献されました。

多くの人の支えが賞
に繋がったと思って
います。感謝を忘れ
ずにこれからも頑張
りたいです。

いただいた賞を励み
にして、教育環境が
なお一層良くなるよ
うに努めたいと思い
ます。

かみのやまの子ども
たちがもっている力
をもっと伸ばしてい
きたいと思っていま
す。

やまがた緑環境税を活用

もりのきょうしつ～冬～

　１月31日、しらさぎ保育園で年長児29人
が、県森林インストラクター会の指導で、
木の実や植物の種子を使った木工クラフト
を体験しました。
　子どもたちは、市産材を使用した敷板に
マツボックリやドングリなどを自由に飾っ
て、思い思いの作品を完成させました。

アイデア光る我が家の健康レシピ
市食生活改善推進協議会「まとめの会」

　１月28日、食生活改善推進員の約40人が、市保健
センターで「我が家の肥満予防料理」をテーマに研
修会を行いました。
　参加者は、会場に持ち寄った合計21点の料理をお
互いに試食。「肉を焼かずに茹でることで低カロリ
ーに抑える」「弾力のあるキノコを使ってよく噛ん
で食べるようにする」など、それぞれの家庭でのア
イデアを発表し、共有しました。
　今回の料理をまとめた㆑シピ集は、５月ころか
ら、市役所１階の市民ロビー、各地区公民館、市ホ
ームページでご覧いただけます。

Pick-Up 02

　朝日台地区自主防災会が、一般財団法人自治
総合センターから宝くじの助成（地域防災組織
育成助成事業）を受け、防災備品を整備しまし
た。
　11月４日、朝日台地区公民館で防災備品の説
明会が開催され、住民など約35人が参加。災害
時に迅速に行動できるよう、備品の適切な使い
方を確認しながら、防災意識を高めました。

【整備した備品】
◇デジタルトランシーバー◇ニューパイプテン
ト◇浄水装置◇ローリータンク◇折り畳みリヤ
カー◇発電機◇並列コード◇４輪キャスタース

一般財団法人自治総合センターから宝くじの助成を受けて

自主防災会が防災備品を整備しました
問合せ　危機管理室　内線281

トッパー◇組立トイレ◇レイニーメガホン◇ガ
ソリン携行缶◇LEDヘッドライト◇赤外線オイ
ルヒーター◇マイクロファイバー毛布



山形県議会議員選挙

■郵便等による投票　身体障害者手帳や戦傷病者手帳の交付を受け、郵便
等投票証明書を持っている人は、郵便等による投票ができます。
◇山形県議会議員選挙…４月３日(水)まで◇上山市長・上山市議会議員同時
選挙…４月17日(水)までに市選挙管理委員会へ投票用紙を請求してください。
■指定病院等での投票　かみのやま病院、みゆき会病院、みゆきの丘、蔵王
長寿園などや、その他市外の指定病院などに入院（所）している人は、入院（所）
先で手続きをすることで投票できます。

　選挙が、適正に行われるための投票立会人(期日前投票)として協力し
てくれる人を募集します。登録後、このたびの選挙を含め、以後の選挙の
ときも立会人の希望をうかがいます。※報酬あり。
■資格　市選挙人名簿に登録されている20歳～30歳代　
■申込方法　随時募集。市選挙管理委員会事務局へ(内線351)

投票立会人登録者募集(期日前投票)

■住所　平成31年３月28日現在で、本市に３か月以上住所を有する人（平成30年12月28日まで
に転入した人）　※ただし山形県外に転出した人は、転出した日をもって投票できません。
■年齢　18歳以上（平成13年４月８日以前生まれの人）
※平成31年３月18日以降に転居届を提出した人は、前の住所地の投票所で投票してください。

選挙資格要件など

期日前投票は
お早めに！！

不在者投票

上山市長
上山市議会議員同時選挙
山形県議会議員選挙共通

上山市長
上山市議会議員同時選挙
投票および開票

※山元地区全域および石曽根・川口・赤山・柏木・楢下・大門・菖蒲・古屋敷・蔵王・薄沢・永野・
坊平・小倉・棚木・権現堂・糸目・仙石・久保手・中山地区は午後７時まで。
■開票　21日(日)午後９時～三友エンジニア体育文化センターアリーナで

■住所　平成31年４月13日現在で、本市に３か月以上住所を有する人（平成31年１月13日まで
に転入した人） 　※ただし、上山市外に転出した人は、転出した日をもって投票できません。
■年齢　18歳以上（平成13年４月22日以前生まれの人）
※平成31年４月３日以降に市内での転居届を提出した人は、前の住所地の投票所で投票してく
ださい。

選挙資格要件など

午前７時～午後８時４月21日日

午前８時30分～午後８時
■場所　市役所１階市民ホール　※後半は大変混み合いますので、早めにお越しください。
■公示日　４月14日（日）

期日前投票および不在者投票

４月15日　～20日月 土

そ
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が
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用
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さ
い
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投票および開票

※山元地区全域および石曽根・川口・赤山・柏木・楢下・大門・菖蒲・古屋敷・蔵王・薄沢・永野・
坊平・小倉・棚木・権現堂・糸目・仙石・久保手・中山地区は午後７時まで。
■開票　７日(日)午後９時～三友エンジニア体育文化センターアリーナで

４月７日日

３月30日　～４月６日土 土
■場所　市役所１階市民ホール　※後半は大変混み合いますので、早めにお越しください。
■公示日　３月29日（金）

期日前投票および不在者投票

午前８時30分～午後８時

午前７時～午後８時

求む！若い力
20歳～30歳代の
みなさんへ

　須刈田・狸森・元屋敷・菅・前丸森・入丸森・沼田・境・中ノ森地区のみなさんは、「山元体育館」に変更になります。

注意　投票所が変わります
入場券の裏面に、期日前投票に必要な「宣誓書（兼請求書）」が印刷されていますので、記入して持参ください。
※入場券がなくとも投票できます。

「投票入場券」の様式が変わります







問合せ 市政戦略課 内線219

市報バックナンバーあります！
No.1500

　１月19日、上山城で上山児童館の児童11人が、
小正月行事「だんごさし」を体験。観光ボランティア
のみなさんから、飾りが持つ意味などを教わりなが
ら、飾り付けを楽しみました。

2.1
2019． 2月1日号

パソコン・スマートフォンで





１

　「第40回上山市少年少女ミニバスケットボー
ル大会」が南小学校体育館で行われ、各地区単
位で出場した計22チームが、熱戦を繰り広げま
した。
　出場した奈良崎 燈さん（南小）は「自分から
攻めてシュートを決めることができました。練習
の成果がでてうれしかったです」と笑顔を見せま
した。

仲間とコートを駆け回る
1月12・13日 少年少女ミニバスケットボール大会

　市社会福祉協議会主催で除雪ボランティア活
動が行われ、中学・高校生、地区住民などの有志
185人が、市内で一人暮らしをしている高齢者な
ど、64世帯の住宅周辺の除雪に汗を流しました。
　境地区を担当した後藤春輝さん（上山明新館）
は「人のために頑張って、それを喜んでいただく
のは、自分にとっても嬉しいです。一所懸命きれ
いにします」と力強く取り組みました。

協力して雪を片付ける
1月27日 除雪ボランティア

笑顔絶えない新春の宴
第30回西郷新春寄席

白熱！心一つに勝利へアタック！
　「上山市民インディアカ大会」が三友エンジニ
ア体育文化センターで開催され、37チーム約280
人がインディアカ（＝羽根付きのボール）を打ち
合い、華麗なプレーで会場を沸かせました。
　参加者は「年齢や性別の壁なく、誰でもできて
るのが魅力です」と爽やかな笑顔を見せました。
【各リーグ優勝チーム】◇茶ぱつヘルメッツ◇完
熟みかん◇チェリーズ◇小松笑会
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公益財団法人　上山城郷土資料館

長南伸治学芸員

上山藩士 金子清邦の言葉

　江戸時代の古文書を読んでいると、時々、“ハッと目が
覚める”、そんな言葉に出会うことがあります。今回は、
これまで筆者が出会った“ハッと目が覚める”言葉が納め
られた古文書の一つ「上山藩士 秦多治馬宛同藩士 金子
清邦書状（手紙）」（年不明〈江戸時代後期〉10月７日
付・上山城保管）を紹介します。
　金子清邦は、江戸時代後期、上山藩内で様々な改革を
実行し成功に導いた、まさに当時の藩政を一身に担い活
躍した人物です。一方、秦 多治馬は、当時、上山藩の飛
び地（上山から離れた場所にある上山藩領）越後七日市
（現在の新潟県長岡市の一部）において、その統治に当
たっていた役人です。
　この手紙には、新たな制度（凶作に備え、七日市の藩
役所内に米を備蓄すること）の実施を試みようとしてい
る秦に対し、制度の成功を後押しすべく、金子が書き
送った言葉が記されています。やや長文ではあります
が、その一節を以下に提示します（漢字を平仮名に直す
など手紙原文を一部加工）。
このたびの事件は随分大事につき、上の御益筋と申
す御念慮を聊か胸中に御蓄えこれ無く、只々一団の
御誠心を以て小民の困苦を救いたくと一途の精神徹
底候はゞ、天地神明も冥々の中に加護これあり、極
めて難しき事も終に成就致すべきとの御覚悟専一と

存じ候。天下の事、その処の重立候もの出し抜き取
り計い候節は、国家は勿論、郡村にては重立候村長
共、上を疑い、一、二人の村老疑いを抱き候節は、
彼れ是れ挟量の取り計い致し候故、村民共も遂に疑
いの心を生じ、懼れを生じ、終には下情を実意に持
出し申さず候様成り行き候たりえば、上にても疑い
起こり候計略にて致し候。仕事は善き事にても、終
に敗るゝ道理に御座候。
（現代語訳：今回の新たな制度は、藩の利益を一切考え
ず、ただひたすら力弱き領民を救うことのみを願い、実
行すれば必ずや成功する。ただし、制度実施前に、領民
の代表者としっかり話し合い、理解を得ておくことが重
要だ。そうしなければ、どんなに良い制度であっても、
最後は必ずや失敗に終わる。）
　自己（藩）保身の否定と周囲の同意無き制度実施の禁
止。この手紙の一節で金子が秦に伝えたかったことは、
まさに施政者として備えておかなければならない心構え
です。そして、この心構えは、現代にも十分通用する、
かつ、今後も忘れてはならないものであることは言うま
でもありません。
　最後に、金子が現代の世の中を見たとき、どのような
言葉を我々に送ってくれるのだろう…。そんなことを思
い描いています。

秦に宛てた金子の手紙（後半部分）
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　三木屋旅館で「第30回西郷新春寄席」が開催さ
れ、約330人が今年の初笑いを楽しみました。
　演歌歌手の葵｠かを里さんによる歌謡ショーや、
地区のみなさんによる踊りや民謡の披露に、会場
は手拍子や歓声で大盛り上がり。
　訪れた人は「地区の人と顔を合わせながら、た
くさん笑って、一年のいいスタートを迎えることが
できますね」と話しました。



編集後記
今日の散歩道

➡次号の市報（お知らせ版）は、3月15日発行です。

●ふれあい相談　☎673－2750
◆一般相談（木曜日）午前9時～午後3時
　3月7日・14日・28日
　4月4日・11日・18日・25日
◆無料法律相談（木曜日） ※要予約。
　3月7日、４月4日　午後1時～4時
　場所　市民相談室（市役所1階）
　問合せ　社会福祉協議会　☎673－2750
●教育相談　☎672－1111
　月曜～金曜日　午前9時～午後4時
　場所　教育相談室（市役所3階）
　問合せ　学校教育課　内線309
●行政相談　☎672－1111
　3月12日、4月9日 午後1時30分～4時
　場所　市民相談室（市役所1階）
　問合せ　市民生活課　内線124
●交通事故相談　☎630－3047
　月曜～金曜日　午前9時～午後4時
　場所・問合せ　県庁1階交通事故相談所

今月の相談日（3月・4月）

問合せ　上山警察署　677-0110

撃退３か条
◎留守番電話に設定
　内容を確認してから電話に出ましょう

◎自動通話録音機の活用
　犯人は録音されることを嫌がります

◎番号通知サービス
　非通知の電話には出ないようにしましょう

特殊詐欺（うそ電話詐欺）の
被害が増加しています！！

市民農園利用者募集

①ヴェンテンガルデン（旧上山農業
高校実習田跡）
■利用面積　１区画30㎡
■利用期間　４月上旬～12月中旬
■利用料　1,500円（１区間／年間）
■募集区画　４区画　※申込数が多い場合
は抽選。
■申込方法　３月12日（火）まで、印鑑を
持参し市民生活課（市役所１階窓口⑤）へ

●申込み・問合せ　市民生活課　内線119

②高松地内（市役所南側駐車場向かい）
■利用面積　１区画50㎡
■利用期間　４月上旬～翌年３月中旬
■利用料　2,500円（１区間／年間）
■募集区画　５区画　※申込数が多い場合
は抽選。
■申込方法　３月11日（月）まで、印鑑を
持参し農業夢づくり課（市役所４階）へ　
※３月中旬頃に可否を連絡します。

●申込み・問合せ　農業夢づくり課　内線461

A Town to Nourish Body and SoulVol.27

中木さんや過去の受講
生が演奏した

「かみのやまファンク
ラブ設立レセプション

（１月25日）」

夢のような10日間がいよいよスタート♪
上山音楽祭“ル・シャトーかみのやま2019”

　３月22日～31日の10日間、第４回目となる上山
音楽祭“ル・シャトーかみのやま2019”が開催され
ます。国内外で活躍するチェリスト・中木健二さん
（東京藝術大学准教授）が音楽監督を務め、本市
出身のピアニスト・永田美穂さんが協力。今回は、
東京都や愛知県、広島県、遠くは海外のタイから、
15歳～26歳のトップレベルの若手演奏家13人が本
市に集い、まちを音楽でいっぱいにします。

若手演奏家13人が来市、
気軽にクラシック音楽に触れられる場に

　上山音楽祭は、“音楽を楽しみ、分け合う心”をテ
ーマに、受講生が単に練習するだけでなく「音楽を
奏でる喜び」を、市民のみなさんと交流しながら分
かち合うことがコンセプト。年々、着実に浸透して
きており、市内外から会場に足を運ぶ人が増え、中
には東京などから連泊して聴きに来る熱心なファ
ンも増えてきています。また、本市が今年度、東京
で開催した「クアオルトスタイルイベント（12月16
日）」での演奏などでも連携しています。
　期間中は連日、上山城での公開レッスンや、◇小
学校◇介護施設◇旅館◇かみのやま温泉観光案内
所でのまちなかコンサートが行われます。特に、公
開レッスンでは、中木さんが演奏技術のみならず、
作曲家の想いや背景を踏まえて参加者に指導する
様子が見られるほか、まちなかコンサートでは、間
近でチェロの深く美しい音色を体感でき、気軽にク
ラシック音楽に触れられるのが大きな魅力です。

【スケジュール】
●公開レッスン（上山城）　※要入館料。
◇３月22日(金)午後２時～６時◇３月23日(土)～30
日(土) 午後１時～６時　※26日(火)を除く。
●まちなかコンサート
◇３月24日(日)・30日(土)午前11時／上山城　※
要入館料。◇３月29日(金)午前11時／かみのやま
温泉観光案内所、午後８時30分／古窯◇３月30日
(土) 午後８時30分／月岡ホテル　※いずれも無
料。

●ラストコンサート
◇3月31(日)午後３時開演／三友エンジニア体育文化
センターエコーホール　※一般2,000円、高校生以下
1,000円。

心をうるおす “クアオルト かみのやま”
市民に愛される音楽祭に…

　これまでの受講生は、音楽祭をきっかけに幅広い
活躍を見せています。今回参加する13人中12人がリ
ピーターで、受講生の一人は「上山へ“帰る”ような感
覚。地元のみなさんの前で演奏する機会が多く、上
山ならではの食や温泉にも親しめるので、とてもワク
ワクしています」などと話します。また、期間中は受講
生の、クアオルト健康ウォーキングやフルーツパフェ
作り体験なども企画しています。
　中木さんは「市民のみなさんには、この10日間、音
楽を思い切り満喫してほしいです。受講生との交流を
通して、この期間で成長する姿や、何を楽しみ感じて
いるのかを見ることができると思います。音楽祭が上
山に根付いたんだなと感じてもらえるような、愛され
るものにしていきたいです」と意気込みを語ります。
　これまでの音楽祭を通して、子どもたちを含めより
幅広い年代の人 に々本物の音に触れてもらうことや、
音楽祭に市民のみなさんに様々な形で関わってもら
うことで、本企画がより深く地域に浸透していくもの
と思っています。まちのあちらこちらから音楽が響き
渡り、心をうるおしてくれる“クアオルト かみのやま”…
夢のような10日間がいよいよ始まります♪

（クアオルト推進室　室長・佐々木 慶）

昨年のまちなかコンサートでは、本物の音色で多くの来場
者を魅了した

▽「雪が少なくて良いな～」そんな声をよく聞く
今年の冬ですが、除雪ボランティアの取材で境地
区を訪れると、多い所で人の背丈以上にもなる積
雪が待っていました。しかし、参加者から返って
きたのは「喜んでもらえて嬉しい」という言葉と笑
顔。▽“誰かのために頑張る”－そんな優しさが溢
れる上山の良さを改めて感じました。(佐藤）

▽加勢鳥では、祝い水をかけようとした人が、自
らも一緒にかぶってしまうなど、プチハプニング
に大盛り上がり。すると、私のもとにも祝い水が
…。縁起のいい取材になりました（笑）▽一選手
として参加したインディアカでは、みなさんのレベ
ルの高さにびっくり！来年は入賞をと、ひそかにリ
ベンジに燃えています。（加藤）
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※事前に建設課（市役所4階）まで電話か直接申し込みください。


